第二回中央委員会決議案と報告にもとづく討論の結語

二〇〇六年十月二十六日

討論は、三十六人の方が、計四十九回の発言をおこない、積極的な討論になりました。

討論の特徴の第一は、「一人ひとりを大切にする」「みんなで力をあわせる」ことが、青年の願いにこたえる活動でも、班が主人公の活動でも、同盟拡大でも、地区再建と県・地区委員会活動でも、前進・発展の大きな力になっていることが口々に語られたことです。自己責任、競争と分断によって、“仲間・交流、学び”が青年の切実な願いになっているとともに、青年運動や同盟活動の前進にとっても本当に大切になっています。二中委決議案全体に貫かれているこの精神を発揮して、前進をかちとっていきたいと思います。

　第二に、二中委の提起が本当にかみ合って受けとめられたということです。一章の青年の要求と民青同盟の値打ちでも、二章の同盟活動でも、決議案がこれまでの努力、あるいはさまざまな苦労や困難にかみあった方針だと歓迎されました。また、全国の発言を学んで、この決議を自分たちの活動に引きつけてとらえることができ、この方向でがんばろうと確信が持てたという発言もありました。

　本当に中央の提起を、豊かに深める討論となりました。

　次にとくに豊かに交流された中身について述べます。

青年の願いにこたえる運動の発展、とりわけ雇用では、青年が学び励ましあい、勇気を出して違法・無法を告発する、職場や宣伝で声をあつめる、その声をもって政府や自治体に要請するする、そうした全国の一つ一つの行動が、大きな力となり、政治と社会を動かす変化をつくりだしていることが確信になりました。青年が偽装請負の告発に立ち上がっていることも報告されました。こうした違法・無法をただちにやめさせ、人間らしく働くルールをまもられる運動を大きくひろげ、各地の運動の成功、発展、来年五月の雇用集会の歴史的成功にむけて力をつくすことをよびかけます。

勝ち組・負け組、自己責任論が深く青年を傷つけていること、とりわけ教育の現場で、青年が苦しめられていることも明らかになりました。そうしたなかで、仲間、成長をもとめる願いにこたえて交流と学習をすすめるなかで、この問題の大もとに、社会のゆがみがあることをみぬき、自分の責任じゃないんだと、社会をかえる一歩を踏みだす力になっていることも明らかになりました。

教育基本法改悪は、いっそうの競争と選別を教育の現場にもちこむものです。自らの受けてきた教育と結んで教育基本法を学び、運動をひろげている経験も交流されました。国会では改悪案の審議がはじまります。今国会での強行を許さず、廃案にするために、中央委員会の「アピール」を力に、たたかいを急速に発展させることをよびかけます。

班が主人公の活動の発展では、魅力あふれる班活動も、同盟拡大も、バラバラではなく、ともに前進を築いていくことができる、二中委はそういう提起だということが交流されました。「新歓で福祉の願いにこたえる講演会をして、学び成長できることを語って仲間を迎え、その願いにこたえる努力をすめるなかで二人から八人の班に成長している」「二年間仲間を増やせず、班会議も開けていなかった班が、班会議をひらき、一人の願いにこたえることと、幹部が仲間を増やしたことで班活動が魅力的になり、新同盟員が友だちを連れてくるなど、半年で四人の仲間を増やした」など、魅力ある班活動と同盟拡大の提起が、実践的に一体のものとしてとりくまれ、県・地区委員会でも、班でも、二章を正面から議論することで、仲間を増やせる班と同盟員に成長できる確信が語られました。

　とりわけ、拡大では、「班には提起できない」とか、「青年に何を話せばいいのか」とか、拡大を難しく考えていたりする班や同盟員も少なくない中で、魅力を交流することからはじめ、「ともに学び成長しよう」の姿勢で魅力ある活動に誘って、経験ある同盟員とともにとりくむという方針が、班と同盟員が同盟拡大へのちゅうちょやためらいを乗り越えて、実践に足を踏み出せる提起だということが受けとめられました。

班に提起できない、正面から加盟をよびかけるのが苦手だという率直な思いがあったけど、今度の提起を受けてそれができる、そういう受けとめが率直に交流されたことは大事だと思います。仲間を増やせる班と同盟員に成長するということは、青年の願いに心を寄せ、それを実現していける班と同盟員に成長するということです。「班活動が楽しく、友だちを仲間にむかえることができ、民青の活動と大学生活が一体になってきた」など、実際に、そうして成長している同盟員の姿も語られました。ぜひ、魅力ある班活動をすすめ、同盟拡大で前進をかちとる、その先頭に立って奮闘することをお互いの決意としたいと思います。

地区再建が同盟活動の前進のかなめとなっていること、県・地区委員会活動では、交流と学習を大切にし、率直な思いを交流して荷を分かち合って活動をすすめることが力になっていることが、発言でも豊かに交流されました。県委員会でも対立と分断の影響があって、職に就けない、仕事を探せない県委員に共感できないという声があった、でも、その県委員に思いを聞くと、働きたいけど、何がしたいかわからないんだということ、競争教育のなかで大きなストレスをうけ、生きづらさを感じてきたこと、でも民青に出会えてかわることができたんだ、という話を聞いて、みんなが心を寄せあい、力を合わせられるようになったという発言はとても印象的でした。地区委員会活動交流会の内容の大切さもたくさんの方が発言されていましたが、県委員会でも地区委員会でも、この報告集を学び話し合うことを位置づけてほしいと思います。

採択される二中委決議は、新歓運動と二大選挙にむけた青年運動と同盟拡大の発展の何よりの力となるものです。二中委決議をすべての同盟員にとどけてよんでもらい、班で討議をして、民青同盟の値打ちを交流し、青年の願いにこたえる活動にうってでること、マンツーマンからでも班会議を開いて魅力ある班活動への一歩をふみだすこと、そして、すべての班が同盟拡大について議論し、経験ある仲間とともに足を踏みだし、仲間をむかえていく活動に、直ちにとりくむことをよびかけます。各地での雇用のとりくみ、教育基本法のたたかい、赤旗まつりなどを二中委の最初の実践としてとりくんでほしいと思います。

一人ひとりの願いにこたえることが、青年の願いを踏みにじる政治と社会をかえ、希望ある未来をひらく何よりの力になる、そのためにも、大きな民青同盟をつくることがもとめられている、このことを二中委全体の確信として奮闘することをよびかけ、結語とします。
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